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ドライバソフトウェア
内のコンパイラが、
全ての命令をスカラ
命令に分解する
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ドライバソフトウェア
内のコンパイラが、
分割可能なSIMDユ
ニットで命令を効率
よく並列実行できる
ように並べ替える

ドライバソフトウェア
内のコンパイラが、
VLIWプロセッサで各
命令を並列実行で
きるように並べ替
え、VLIW命令の中
にパック化する

Driver
(Realtime Compiler)

SIMD命令が従来通りの効率で実
行できる上に、スカラ命令もかなり
効率よく実行できる。命令レベルの
スケジューリングが必要になるた
め、コンパイラの負担が大きい。ス
カラ命令同士に依存性がある場合
は効率が落ちる

スカラ命令もある程度は効率的に
実行できる。スカラ命令中心のコー
ドになると、無駄が生じる

SIMD命令中心のコードは、効率
的に実行できる。スカラ命令は効
率的に実行できない

スカラ命令は、命令間に依存性が
あっても非常に効率よく実行でき
る。コンパイラの負担が小さい。命
令数が多くなり命令実行のサイク
ルが増える。




